
天
と
な
っ
た
。

当
日
の
気
温
分
布
を
見
る
と
、
全
体
と
し
て
東
側
の
行
橋
か
ら
周
防
灘

方
面
の
気
温
が
高
く
、
勝
山
町
西
部
の
山
地
に
か
け
て
気
温
が
漸
減
す
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
夏
の
午
後
の
気
温
の
上
昇
す
る
時
間
帯
で
あ
る

う
み
か
ぜ

が
、
海
風
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
高
温
域
が
内
陸
へ
と
侵
入
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
観
音
山
塊
背
後
の
長
川
か
ら
岩
熊
周
辺
の
低
地
と
菩
提
付

近
に
は
二
八
℃
の
等
温
線
で
囲
ま
れ
た
高
温
域
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
。

勝
山
町
西
部
は
、
大
久
保
付
近
の
丘
陵
か
ら
観
音
山
塊
に
囲
ま
れ
た
小
盆

地
を
形
成
し
て
お
り
、
盆
地
中
心
部
特
有
の
昼
の
高
温
域
が
現
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
西
部
山
地
は
高
度
の
影
響
と
森
林
の
効
果
で
盆
地
内
部
よ

り
二
〜
三
℃
気
温
が
低
い
。

気
温
分
布
か
ら
見
る
と
、
勝
山
町
東
部
は
周
防
灘
ま
で
一
続
き
の
気
塊

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
観
音
山
塊
か
ら
大
久
保
付
近
の
丘
陵
を
境

に
、
西
部
は
盆
地
気
候
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
両
者
の
気
温
差
は
真
夏

の
日
中
で
一
度
程
度
で
あ
る
が
、
冬
の
最
低
気
温
で
は
西
部
が
低
温
、
東

部
が
や
や
高
く
な
り
、
そ
の
差
は
夏
よ
り
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
。
町
内

で
は
観
音
山
が
微
気
候
の
境
界
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
な

お
、
降
水
量
は
西
部
の
山
沿
い
で
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

二

気
候
景
観
と
し
て
の
た
め
池

勝
山
町
の
た
め
池
分
布

勝
山
町
の
農
業
は
水
田
稲
作
が
中
心
で
あ

る
。
長
峡
川
や
初
代
川
（
下
田
川
）
沿
い
の

沖
積
低
地
一
帯
に
水
田
地
帯
が
広
が
る
ほ
か
、
黒
田
や
大
久
保
周
辺
の
低

位
段
丘
や
阿
蘇
四
火
砕
流
台
地
な
ど
の
低
い
台
地
も
水
田
が
広
が
っ
て
い

る
。
通
常
は
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
台
地
で
水
田
耕
作
を

可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
灌
漑
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
勝
山
町
に
は
お
よ
そ
七
〇
個
所
の
た
め
池
が
設
置
さ
れ
、
た
め

池
密
度
は
周
辺
市
町
村
に
比
べ
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
た

め
池
は
田
植
え
時
期
の
水
の
確
保
や
渇
水
期
の
灌
漑
用
水
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
お
り
、
灌
漑
用
水
路
や
深
井
戸
な
ど
に
よ
る
灌
漑
の
整
備
さ

れ
た
現
在
で
も
、
補
助
的
機
能
を
な
お
有
し
て
い
る
。
勝
山
町
の
水
田
と

た
め
池
の
組
み
合
わ
せ
は
、
西
南
日
本
一
帯
で
降
水
量
の
年
変
化
の
比
較

的
大
き
い
地
域
の
典
型
的
な
気
候
景
観
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

勝
山
町
の
主
な
た
め
池
の
分
布
を
図
１
―
８
ａ
に
示
す
。
た
め
池
は
土

石
流
の
発
生
す
る
よ
う
な
山
間
部
に
は
ほ
と
ん
ど
分
布
せ
ず
、
山
地
か
ら

低
地
へ
と
移
行
す
る
扇
状
地
部
分
よ
り
下
流
域
に
位
置
す
る
。
ま
た
長
峡

川
や
下
田
川
な
ど
の
流
量
の
多
い
主
要
な
河
川
沿
岸
で
は
、
井
堰
な
ど
の

灌
漑
が
発
達
す
る
た
め
た
め
池
は
分
布
し
な
い
。
勝
山
町
の
場
合
に
は
、

た
め
池
の
造
ら
れ
た
場
所
は
地
形
条
件
か
ら
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
た
。

①
丘
陵
地
の
間
の
谷
底
低
地
を
堰
き
止
め
た
た
め
池
（
池
田
の
加
廊
戸

池
・
大
久
保
の
大
古
野
池
な
ど
）。
②
丘
陵
状
の
地
形
を
持
つ
中
位
段
丘
の

背
後
の
谷
を
堰
き
止
め
た
た
め
池
（
中
黒
田
の
二
又
池
や
五
位
ノ
木
池
な

ど
）。
③
阿
蘇
四
火
砕
流
台
地
や
低
位
段
丘
面
を
浅
く
刻
む
谷
を
堰
き
止

め
た
た
め
池
（
黒
田
の
南
ヶ
迫
池
や
上
久
保
の
原
田
上
池
な
ど
）。
④
山
地

第１編 自 然

18



集水面積（×10
3
m
2
） 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50

0 20 100 200
ため池面積×堤高（ため池のサイズ）（×103m3） 判別困難 

A型ため池分布方向 

B型ため池分布方向 

凡例 勝山町のため池 
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末
端
部
の
小
谷
を
堰
き
止
め
た
た
め
池
（
上
野
の
小
原
池
や
御
手
水
の
蒲

生
池
な
ど
）。
⑤
台
地
の
上
に
堤
を
巡
ら
し
て
池
を
造
っ
た
も
の
（
上
久
保

の
原
田
新
池
な
ど
）。
勝
山
町
は
小
規
模
な
丘
陵
や
台
地
が
町
内
各
所
に

分
布
す
る
た
め
、
た
め
池
を
造
る
適
地
も
多
く
、
た
め
池
を
確
保
で
き
た

こ
と
で
台
地
で
も
水
田
開
発
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
め
池
の
サ
イ
ズ

と

集

水

域

た
め
池
の
サ
イ
ズ
（
た
め
池
の
面
積
×
堤
高

：

貯

水
量
に
比
例
し
た
値
）
と
た
め
池
の
背
後
の
集
水

面
積
（
流
域
面
積：

降
雨
が
あ
れ
ば
た
め
池
に
水
が
流
入
す
る
範
囲
の
土
地

面
積
）
と
を
比
較
し
て
、
両
者
の
関
係
を
図
１
―
８
ｂ
に
示
し
た
。
こ
の

図
に
は
福
岡
県
東
部
で
同
じ
気
候
区
に
あ
る
太
宰
府
市
の
た
め
池
の
例
も

加
え
て
い
る
。
勝
山
町
の
た
め
池
と
太
宰
府
市
の
た
め
池
の
サ
イ
ズ
と
集

水
面
積
と
の
関
係
は
良
く
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
め
池
の
サ
イ
ズ
の

割
に
は
集
水
面
積
の
大
き
い
Ａ
型
た
め
池
と
、
こ
れ
と
は
逆
に
た
め
池
の

サ
イ
ズ
の
割
に
は
集
水
面
積
の

小
さ
い
Ｂ
型
た
め
池
の
二
種
類

の
た
め
池
に
分
け
ら
れ
、
中
間

の
た
め
池
は
小
規
模
の
も
の
し

か
出
現
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。

勝
山
町
の
た
め
池
は
太
宰
府
市

の
そ
れ
よ
り
集
水
面
積
も
サ
イ

ズ
も
大
き
め
の
も
の
が
多
い

が
、
Ａ
型
と
Ｂ
型
の
分
離
は
太

宰
府
市
よ
り
明
瞭
で
あ
っ
た
。

勝
山
町
で
集
水
域
の
面
積
が

最
大
の
ド
ウ
テ
池
は
Ａ
型
た
め

池
で
あ
る
。
こ
の
池
は
、
障

図１―８ａ 勝山町のため池分布図

図１―８ｂ 勝山町のため池と太宰府市のため池の集
水面積とサイズの比較

（
１

若
名
田
池
、
２

大
池
、
３

大
迫
池
、
４

長
迫
池
、
５

加
廊
戸
池
、
６

宮
ノ

谷
前
池
、
７

勝
山
池
、
８

小
堤
池
、
９

五
別
当
池
、
１０

南
ヶ
迫
池
、
１１

二
又
池
、

１２

古
池
、
１３

五
位
ノ
木
池
、
１４

北
ヶ
迫
池
、
１５

安
藤
寺
池
、
１６

万
吉
原
池
、
１７

大
池
、
１８

貝
持
池
、
１９

新
道
寺
池
、
２０

亀
田
池
、
２１

新
池
、
２２

小
原
池
、
２３

中

尾
池
、
２４

ド
ウ
テ
池
、
２５

舟
山
池
、
２６

堂
ヶ
迫
池
、
２７

研
場
池
、
２８

蒲
生
池
、
２９

小
古
野
池
、
３０

大
古
野
池
、
３１

中
尾
池
、
３２

原
田
上
池
、
３３

原
田
中
池
、
３４

塚
田

池
、
３５

原
田
新
池
、
３６

加
治
久
池
、
３７

雁
俣
池
、
３８

石
ヶ
坪
上
池
、
３９

石
ヶ
坪
中

池
、
４０

石
ヶ
坪
下
池
、
４１

小
松
池
、
４２

綿
打
池
、
４３

広
谷
池
、
４４

宮
ノ
谷
池
、
４５

新
池
）
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子
ヶ
岳
山
麓
の
上
野
地
区
に
あ
り
、
巧
み
に
土
石
流
の
直
撃
を
避
け
る
よ

う
に
配
置
さ
れ
、
ま
た
万
一
土
手
が
崩
壊
し
て
も
流
出
す
る
水
量
は
小
さ

く
な
る
よ
う
小
さ
な
サ
イ
ズ
で
造
ら
れ
て
い
た
。
Ａ
型
た
め
池
は
流
域
河

川
水
の
流
入
で
十
分
に
貯
水
で
き
、
む
し
ろ
豪
雨
時
の
土
石
流
に
よ
る
二

次
的
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
念
頭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
た

め
池
は
山
地
か
ら
平
地
へ
の
出
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ

れ
に
対
し
て
Ｂ
型
た
め
池
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
少
な
く
安
全
で
た

め
池
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
る
場
所
に
位
置
す
る
。
勝
山
町
で
サ
イ
ズ
最
大

の
た
め
池
は
、
大
久
保
の
大
古
野
池
で
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
小
流
域
か
ら
集

水
し
て
い
る
。
Ｂ
型
た
め
池
の
一
部
は
、
背
後
の
集
水
域
以
外
の
河
川
か

ら
水
路
を
利
用
し
て
水
を
引
き
込
む
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
た

め
池
に
は
、
丘
陵
地
の
谷
を
堰
き
止
め
た
も
の
や
台
地
上
の
浅
谷
を
利
用

し
て
造
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。

た
め
池
周
辺
の
景
観

た
め
池
は
築
造
さ
れ
た
後
は
そ
の
位
置
が
変
化

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
百
年
以
上
に
わ

た
っ
て
景
観
を
保
存
し
続
け
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
一
方
た
め
池

の
周
囲
の
土
地
利
用
景
観
は
今
後
の
産
業
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
変

化
し
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
め
池
の
周
囲
に
は
現
在
ど

の
よ
う
な
景
観
が
見
ら
れ
る
か
、
そ
の
景
観
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
目
的
で
、
勝
山
町
の
た
め
池
景
観
分
布
図

を
作
成
し
た
（
図
１
―
８
ｃ
）。
こ
の
図
に
示
し
た
Ⅰ
型
は
、
た
め
池
の

周
囲
の
七
割
以
上
を
同
一
の
土
地
利
用
で
占
め
て
い
る
景
観
、
Ⅱ
型
は
、

た
め
池
の
周
囲
の
五
〜
七
割
を
同
一
土
地
利
用
、
三
〜
五
割
を
も
う
一
つ

別
の
土
地
利
用
で
占
め
て
い
て
、
二
種
類
の
土
地
利
用
が
卓
越
し
て
い
る

景
観
、
Ⅲ
型
は
、
一
つ
の
土
地
利
用
が
三
〜
七
割
を
占
め
る
が
、
そ
の
ほ

か
二
つ
以
上
の
土
地
利
用
が
占
め
る
が
Ⅱ
型
の
基
準
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
景
観
と
し
た
。
こ
の
図
に
は
た
め
池
周
辺
の
主
な
土
地
利
用
景
観
を
、

森
林
景
観
・
農
地
景
観
（
そ
の
大
部
分
が
水
田
）・
草
地
景
観
・
裸
地
景

観
・
水
域
景
観
に
区
分
し
、
た
め
池
周
囲
の
五
割
以
上
に
卓
越
し
た
土
地

利
用
景
観
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
を
混
合
景
観
と
し
た
。

図１―８ｃ ため池景観分布図
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以
上
の
区
分
を
行
っ
て
、
勝
山
町
の
現
在
の
た
め
池
周
囲
の
景
観
を
ま

と
め
る
と
、
町
の
北
西
部
を
占
め
る
長
峡
川
沿
岸
の
諫
山
地
区
や
下
田
川

沿
岸
の
低
地
は
森
林
景
観
が
七
割
以
上
を
占
め
る
Ⅰ
型
景
観
が
主
体
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
町
の
東
部
の
黒
田
地
区
は
森
林
景
観
が
卓
越
す
る
も

の
と
農
地
景
観
が
卓
越
す
る
も
の
と
混
在
し
、
森
林
と
農
地
か
ら
構
成
さ

れ
る
Ⅱ
型
景
観
の
占
め
る
割
合
も
大
き
い
。
南
部
の
久
保
地
区
は
、
南
部

の
山
麓
部
を
中
心
に
森
林
景
観
の
卓
越
す
る
地
域
も
あ
る
が
、
丘
陵
地
や

低
位
段
丘
な
ど
の
地
形
が
複
雑
に
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
森
林
・
農

地
・
水
域
（
た
め
池
）・
裸
地
（
ゴ
ル
フ
場
）
な
ど
が
た
め
池
の
周
囲
に
複

雑
に
入
り
組
ん
で
い
て
、
勝
山
町
の
中
で
は
多
様
な
土
地
利
用
景
観
が
展

開
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
た
め
池
周
辺
の
土
地
利
用
景
観
の
分
布
か
ら
、
今
後
は
南

部
の
久
保
周
辺
か
ら
規
模
の
大
き
い
土
地
利
用
景
観
の
変
化
が
生
じ
景
観

の
複
雑
化
が
更
に
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
既
に
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
も

こ
の
地
域
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
な
お
、
東
部
の
黒
田
地
区
は
国
道
二
〇
一

号
線
の
改
良
に
伴
っ
て
、
国
道
沿
い
に
都
市
化
が
進
行
す
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
こ
の
地
域
の
農
地
の
生
産
力
は
大
き
く
、
水
田
を
中
心
と
し
た
農

地
と
観
音
山
塊
を
中
心
と
し
た
森
林
を
中
心
と
す
る
た
め
池
周
囲
の
景
観

は
当
面
維
持
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
北
西
部
の
諫
山
地
区

は
、
森
林
単
一
景
観
を
中
心
と
し
た
た
め
池
景
観
が
主
た
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
地
域
は
当
面
現
状
の
景
観
が
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農

業
用
水
利
と
し
て
の
た
め
池
の
重
要
性
が
低
下
し
た
場
合
に
は
た
め
池
そ

の
も
の
が
失
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
農
業
と
結
び
つ
い
た

気
候
景
観
と
し
て
の
た
め
池
は
、
将
来
に
も
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

い
が
、
今
後
の
利
用
継
続
に
は
水
域
空
間
と
し
て
の
景
観
価
値
な
ど
の
要

素
も
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
四
節

勝
山
町
の
景
観
の
変
遷

一

地
形
図
で
見
た
勝
山
町

変
化
の
小
さ
い
勝
山
町

勝
山
町
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
三

村
合
併
に
よ
り
町
制
施
行
し
五
〇
年
を
経
て

い
る
が
、
そ
の
景
観
や
土
地
利
用
の
変
化
を
少
な
く
と
ど
め
る
こ
と
の
で

き
た
地
域
で
あ
る
。
三
村
合
併
直
前
の
昭
和
三
十
年
一
月
三
十
日
国
土
地

理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
の
地
形
図
「
行
橋
」
図
幅
（
昭
和
二
十
五
年
応

急
修
正
版
）（
図
１
―
９
）
と
、
最
近
の
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
六
月
一

日
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
「
行
橋
」
図
幅
（
平
成
七
年
修
正
測
量
）

（
図
１
―
１０
）
と
を
比
較
し
て
、
地
形
図
か
ら
読
み
取
れ
る
勝
山
町
の
変

化
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

図
１
―
９
と
図
１
―
１０
を
比
較
し
て
見
る
と
、
見
掛
け
の
印
象
が
か
な

り
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
図
１
―
９
は
測
量
を
地
上
で
実
測
し
て

作
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
測
量
地
点
と
の
間
は
手
書
き
で
描
い
た
地
図
で

あ
る
。
図
１
―
１０
は
地
上
の
測
量
結
果
に
も
と
づ
い
て
航
空
写
真
を
立
体

第１章 地 理
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